
（別紙３）

～ 令和7年2月1日

（対象者数） 15 （回答者数） 15

～ 令和7年2月1日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子どもの成長に応じた環境構成の工夫をしてい

く。

2
新人研修を充実させ，全員が活動プログラムに関

わるよう工夫する。

3 今後も迅速かつ丁寧に対応していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 開催時期や回数の検討が必要である。

2

3

生活及び活動空間が、心地よく過ごせる環境の提供

ができている。

子どもの活動の動線を考えた環境構成を日々行って

いる。

安心と安全を考慮した環境設定に努めている。

テーマに沿った活動プログラムの工夫をしている。
子どもの特性や季節に応じたテーマを設定してい

る。

利用児と保護者に寄り添った支援と密な情報提供を

行うことで信頼関係の構築がなされている。

連絡アプリを活用して利用児の細やかな様子を伝え

ている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族支援プログラムや家族等が参加する研修の機会

が少なかった。
年間活動計画の作成ができていないため。

令和7年1月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ことばを育むあっぷるキッズ（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
令和7年1月6日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


